
木村 進
・大阪府高等学校生物教育研究会 顧問
・大阪自然環境保全協会理事・事務局長

「大阪市生物多様性ＮＷ会議」第４回(2022.3.17)

テーマ「未来を担う世代が考える 大阪
の生物多様性」

「高校生が見た大阪の
３０年間の生物の変化」



自己紹介：木村進（きむらすすむ）
・高校教諭（生物）40年⇒現在非常勤
・大阪府高等学校生物教育研究会：環境
教育・実験開発部長など⇒現在、顧問
・保全協会：理事・事務局長・編集主担等
・タンポポ調査西日本実行委事務局長等

「本日の話の流れ」
・高校生の指標生物調査（1988年～）
⇒大阪の生物の変遷＋高校生の自然
認識の変化：参加型生物調査の意義



「指標生物調査」の目的
１．高校生に自宅周辺の生物調査を課す
ことで、身近な自然に目を向けてもらう。
２．結果を集約して、指標生物の分布から
見た大阪の自然の現状と変化を知る。
３．その結果から「大阪の自然の教材化」を
行い、調査に参加した生徒に還元する。
４．高校生の自然認識について把握し、環
境教育の方向性を考える参考とする。
５．多くの高校で合同調査を行うことで、
指導方法の共有や情報交換が可能。



調査参加校・参加者数の変化

調査年度 参加校数 参加者数

１９８８年 ６０校 １５６９１人

１９８９～９０年 ５３校 １２４７４人

１９９４年 ５１校 ７９６７人

１９９８年 ４５校 ９０１２人

２００３年 ３７校 ７１１２人

２００８年 ２９校 ５２９３人

２０１３年 ２３校 ５５６４人

２０１８年 ２８校 ５２０５人



Ａ法調査参加校・参加者率（府内
高校生中の参加者の割合）の変化



指標生物調査マニュアル（表）



指標生物調査マニュアル（裏）



回答用マークカード

組・番号・男女を
記入し、マーク

設問１～３４は
１個ずつマーク

緯度・経度(10)
と学校番号(2)



イモリ
右：背側、
下：腹側）

ヤモリ



アライグマとタヌキの区別点

アライ
グマ タヌキ

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%B0%E3%83%9E%E3%80%80%E3%82%BF%E3%83%8C%E3%82%AD&sa=X&biw=1366&bih=562&tbm=isch&tbnid=x2tSamSO5B8UkM:&imgrefurl=http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/special/mammal/chibamammal/middle4.html&docid=OBLllcKD8insLM&imgurl=http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL/special/mammal/chibamammal/mampic/racconfc.jpg&w=275&h=240&ei=xiabUZuIMM7OkwWv0IHYAQ&zoom=1&iact=hc&vpx=533&vpy=109&dur=5288&hovh=192&hovw=220&tx=143&ty=126&page=3&tbnh=146&tbnw=173&start=49&ndsp=28&ved=1t:429,r:66,s:0,i:285


生物の種類別発見率(2018年）

Ａ．都心部少なく、丘陵地で増
加。良好な自然の指標生物。
（例）ヘビ類・白いサギ類
Ｂ．人家周辺や農耕地等で多
く、都心部・山間部は少ない。
（例）コウモリ類・ツバメ類
Ｃ．人家周辺や都市部に多い
（例）イタチ類・ゴキブリ類
Ｄ．郊外にも市街地にも多い
（例）スズメ・カラス類
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各生物の発見率(2018年）



大阪府の地図
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発見率が増加～頭打ちの種類



大阪における外来種タン
ポポの比率の変化



発見率が減少している種類



増加して近年減少している種類

増加と減少
が見られる
種類
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爬虫類ペット内訳



2003年には
ヘビをよく
見る環境で
生活してい
る生徒ほど
ヘビに触れ
ると回答。
2018年はあ
まり差がな
い結果。

（２０１８年）

（２００３年）



子どもの頃、次のような遊びをしたこ
とがあるか？（2018年,大阪高校生)



子どもの自然体験は減少しているか？

（小４・小６・中２対象,国立青少年教育機構の報告書より）



大阪の高校生の自然体験は？



大阪府内河川の水生生物調査
（高校生物部による合同調査１,2018年夏休み）

・１０種類の生物を調査
サワガニ・カゲロウやカワゲ
ラ類・ トビケラ類・ヘビトンボ
類・カワニナ類・ミズムシ・ヒ
ル類・サカマキガイ・ イトミミ
ズ類・赤いユスリカ類

・水質の分析
COD・アンモニア・亜硝酸・
硝酸・リン酸

⇒２７河川・１９６地点



イトミミズの分布 総合評価



セミの抜け殻調査：堺市の例
（生物部による合同調査２,2018年夏休み）



年平均二酸化硫黄濃度(左)と地衣類被度

二酸化鉛法
による測定値
(1975年)



地衣類調査その後（高校生による調査）



指標生物調査の今後の課題
 昆虫などに触れる生徒や保全意識低下

→高校生になってからでは遅い。幼い時期

からの環境教育の見直しが必要か？

 生物種の分布状況を把握→その原因を探

り、新しい教材化がはかれていない

 緯度経度で地点報告：スマホ活用

 調査への若い教員の参加者が増加

→さらに広めて、ぜひ、継続してほしい。



「市民参加型調査の意義」
・なぜ、タンポポ調査を始めたか？

⇒身近な自然に興味を持つきっかけ
・自分で「カンサイタンポポ」を発見すると

⇒愛おしく感じ、守りたいと思う。
・地域の自然の変化をいち早く把握

⇒身近な自然を毎日見ている市民。
・大勢の協力でデータを集約することで、

⇒問題意識を共有、大きな感動・達成感。
・興味⇒さらに知りたい・調べたい・記録して
残したい⇒市民科学（専門家との協働）


